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Transfer Problemについて
森 井 昭 顕
はしがき
トランスファー問題は，第一次世界大戦後， ドイツの賠償支払の問題から始まり，今日そ
の応用範囲は非常に拡大されているO 著しい例は，国際投資に関する理論であるO 国際投資
は，長期投資と短期投資とに分けられるが，いず
の移転にほカかミならなL、、。購買力の移転によつて，受取国においても， また，支払国において
も， ともに国際収支および国民経済に与える影響は大きいと考えられる。しかしながら，本
稿において，国際投資に関する問題を割愛し，別の機会にゆずりたし、。
本稿において，まず第一に，伝統的な賠償理論を取り上げる O 賠償問題に関しては， トラ
ンスファー効果をめぐる Keynes卿と Ohlin教授の論争は，周知の如く余りに有名である。
その論争を一瞥するのも無意味ではないであろう O 次に，古典派のトランスファー問題とケ
インズ的なトランスファ一問題を取り上げようと考えているO
I. KeynesとOhlinの論争
Keynesと Ohlinの論争は，購買力の移転による効果をめぐってなされた1)0 Ohlinは，
Keynesの次の一節を引用している O
れもし 1ポンドが貴方から得られ，私に与えられ，貴方が貴方の財の減少をしいられる
財と同じ財の消費を，私が増加しようとするならば， トランスファーの問題ではなし、。トラ
ンスファーの問題を軽視する人々は，上記のことが現在の事実についてのはっきりした表現
であるということを，時にほのめかしているように思う O 高課税がドイツの消費者達に外国
財の買い引かえの原因であるというほどに，そのことは，はっきりとした表現で、ある O しか
し明らかに単に消費の差し控えの割合は，外国財についてであり，人々が現在判断する限
り，大きな割合ではないだろう O さらに， ドイツの貿易収支はこの利益のほとんどをすでに
1) J. M. Keynes: The German Transfer Problem. E. J. March， 1929. 
B. Ohlin: The Reparation Problem: A Discussion. E. J. June， 1929. 
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有しており，個々のドイツ人が財政問題幻を解決するために税をすでに十分支払っている
か，あるいは，だし、たし、十分に支払っているのだから，それ故，すでに必要な程度に彼らの
個人的消費を減少している o
これに対して， Ohlinは次のように反論している O
照明らかに，次のような事実を考慮していなし、。つまり Keynesが私に 1ポンドを与え，
私が彼に2ポンドを返済する場合，我々の貿易収支に関する効果は，そうなるだろうものの
逆で、なければならないとLヴ事実であり，その場合は最初の取力が行なわれた場合のみで、あ
るO ドイツは賠償支払に12億マルク (adozen milliards of marks)の半分を支払ったが，
同様に2倍を借入れる O かくして， ドイツの貿易収支は，総購買力の減小の収利益"を得な
いばかりか，借入れが賠償支払を越えた勘定に対する増加の"不利益"を得る。この増加し
た購買力は，輸入をふやし輸出を減小させる傾向がなければならない o
続いて， Ohlinは，総購買力が増加するという事実は，次の Keynesの一節では無視され
ていると指適する。
"さてドイツに，現在より大なる輸出量を有することに何が妨げになっているか。輸出取
引が，現在の報酬水準で，より多くの労働を誘引することができないのか。彼らが最初にそ
れらの生産費を減小させなければ，彼らは，増加した産出物に利益を得て販売することがで
きないのか。有益な事実は，すなわち，第ーに，現在の報酬率で不十分な労働供給がほとん
ど役割を演じず，第二には現実的説明であるということを示しているように思われる O すな
わち， トランスアルファーの問題解決は，ほかに，斯様な費用に対して，相対的にドイツの
金生産費 (Germangold働costsof production)の減小を要する。これを成し遂げるのに三
つの方法がある。ドイツの産業家は何処の産業家よりもすばやくそれらの効率を増加しなけ
ればならなし、。あるいは， ドイツの利子率は何処よりもより低くなければならなL、。また，
も. 
効率賃銀の金率 (gold-rates)が何処と比較しでも減小しなければならないか， いずれかで g、
ある o
これに対して， Ohlinは次のように言っている O
"ドイツの輸入超過が何であるかという理由について，現実的説明であると思われるドイ
ツの借入れの影響については何も語っていなし、。それらは， ドイツの生産資源が，自由市場
のための資本財生産に，斯様な程度に使用しており，輸出財産出物とその市場を増加しない
理由を説明している O これらの借入れは，賠償支払を越える限りにおいて， ドイツの購買力
2) ドイツの賠償支払問題を， Dawes委員会は二つの部分で分けている。つまり，財政問題 (Budgetary
Problem)であり， トランスファー問題である。前者の問題は， ドイツ人のホ。ケ γ トから必要な貨弊
額を引き出しそれらを総代理人 (Agent-General) の勘定に支払うことであり，後者はドイツの貨
弊を引き換えに外国通貨を受取ることであると言っている。
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を単に増加しないしかくして外国財の輸入をも増加しなし、。それらは貸出国の購買力をも
減小させ， ドイツ商品の輸入をも減小させる o
斯様に，購買力に関する関接効果についての議論であるO この論争についての引用は，以
下の論題に役立つものと思っている O
I.賠償理論
二国，二商品という単純化モデ、ルを使用する。二国を(1)と(2)とし，二商品を X1 と X2
とするo X2商品を価値尺度財 (numeraire)とする。 (1)国は X1を輸入し，X2を輸出す
るo (2)国は X1を輸出し，X2 を輸入するo Y1を交易条件とし価値尺度財 X2 による
X1 の価値と定義する。
Zは(2)国によって(1)国に支払われる賠償額とすれば， (1)国の純賠償受取額は貿易収支に等
しくなる O
Z=Y111(1) +12(1) 
??
ここで I2(1)は(1)国の X2 財に対する輸出量(ー)であり 11<1>は(1)国の X1財の輸入
量 (+)である O
(2)固においては，次の如くであるO
-Z=Y1I1(2)十12(2)
。 ， ，
?
??
ここで， I2(2) は X2 の輸入量 (+)であり， I1〈2〉は X1の輸出量(ー)である。もちろ
ん， 均衡においては X1 の輸入需要は X1 の輸出供給に等しくならなければならないか
ら，次の式が成り立つO
~t I1(1) +11(2) =0 …・……・CII-3)
X1 および Xzの輸入と輸出はれと Z の函数であるから， 次の如く書き換えること
ができるO
11<l>(Ylf Z) +I1<Z)(Y1' Z) =0 …(II-4) 
いま，賠償支払が行われたとすれば，
。I1(1) dy 1 r 811(1) r 811(2) dy 1 r 8I1 (2) ー一一 1_+~~~ + V J.一一一+一 一0 ・…・…・…(II-5) 8y 1 dZ' 8Z ' 8y 1 dZ' 8Z 
811 (1) r 811 (2) 
dY1 _ 8Z' 8Z 
aZ ----8I
1
(1) ~--âI1(2) 。Y1 ' 8Y1 
? ???
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分母は安定条件から負である幻 O 従って，賠償支払による交易条件の変化は，分子と同じ
符号をとることになる O
正常なケースにおいて， X1商品が両国において劣級財でない場合，賠償受取国の X1に
対する輸入需要は増加し支払国の輸出供給は減小する。すなわち，8I1 (1) /8Z>0であり，。11山 /8ZくOである O それ故に，交易条件は，分子の第一項が第二項よりも大きいか，等し
いか，小さいかによって，受取国に有利になるか，支払国の利益になるように変化するO
正常な状態における(1)国の
X1 に対する輸入需要曲線と(2)
Y 1 ??
国の X1 に対する輸出供給曲
線を示せば， Fig. 1 の如くに
なるであろう O 価格 0α と輸
入量 Obで， 二曲線は交わり，
貿易収支の均衡(点P)を表わ
しているO いま， (2)国から(1)国
へ賠償額Zが支払われ X1 商
品が両国において劣級財ではな
いとする。受取国の X1 に対
する需要は増加し 支払国の
P 
a ドーーーーーーーーー・ー -- ~ -~-ーーー- -目ー
?
?
?
o b rt.-r; 
Fig. 1 
X1 に対する需要は減小するが，その輸出供給は増加する。結局， この二曲線、は右方へシフ
トすることになる O しかしれの変化は，二曲線の相対的シフトの方向に依存する O また，
X1 が両国において劣級財である場合， (1)国の X1 に対する輸入需要は減小し， (2)国のそ
の輸出供給も減小する。従って Ylの変化方向は，両曲線の相対的シフトに依存する。あ
るいは， (1)国のみにおいて X1 が劣級財である場合，X1 に対するその国の輸入需要は左
にシフト l，(1)国の交易条件は有利な方向にシフトする O
Fig.2において，縦軸に(2)国の X2 に対する輸入量 (12(2っと(1)国かからの X2 の輸出
量 (-1/りをはかり，横軸には， (2)国からの輸出量 (-11(2)) と(1)国の X1 に対する輸入
3) Mosakは，国際経済の完全安定に関して，次の三条件をあげている。つまり.a)すべて他の価格比
が一定である場合. b)一つの他の価格比のみが，その商品に対する世界市場の均衡を維持すると同
じように調整される場合. c)二つの他の価格比のみが，他のすべての価格を調整する場合であるD
この条件において，任意のー商品の価格比の増加は，その商品に対する世界の超過需要の減小をも
d(Il【1)+I1(2)+・・ +I1(V))たらさねばならなL、。すなわち くOでなければならなし、。不完全安定は，
dY1 
すべて他の価格比が調整される場合，世界の超過需要の減小が生じなければならないことのみを要す
る。すなわち d包1(1)十I1(2)そ二・・坦l(町 )=0で、ある。
dYl 
J. L. Mosak: General Eqllilibrillm Theory in International Trade. 1944. 
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Fig.2 
???
??
量(11<1>)を示せば，両国の相互需要曲線4)が D1 と D2 のように拙かれる O 二曲線の交
点Pは，賠償前の両国におけるそれぞれの商品の輸入量と輸出量が等しいことを示してお
り， 均衡点である O 点Pに対応する価格比 Y1は， ベクトル OPの勾配であり.OajOb 
によって与えられる O いま. (2)国が(1)国に賠償を支払った場合，れは OPの平行線上の
ある点，つまり. QT線上の Z単位に対応するO すなわち. PR=Zである。ここで，
811 <1>j8Z=θ(-11C1))j8Z=uである場合，賠償支払後に曲線 OD1 と OD2 は Z によっ
て垂直に下方シフトする。つまり，両国の相互需要曲線は.ODt'と ODどのようになる
だろう O この二曲線の新しい交点 R において，価格比は変化せず. (2)国の X1 輸出は変
化しないが X2 をより少なく輸入することになる O θ11(1) j8Z=θ( -11(1))j8Zデuである場
合，点 P が RT線上の任意の点，つまり Sl に下がると同じ方法で. OD1 はシフトす
るO 同様に，点 Pがらに下がると同じように，OD2 もシフトするo811(1)j8Z=8( -11<つ
j8Zである場合. Sl とらは一致し， 新しい曲線は RT線上にそって交叉することにな
るO
m.古典派のトランスファー問題
単純化された古典派の貿易モデルを構成しよう o(1)国は X 商品を輸出し (2)国は Y 商
品を輸出するものとし (1)国がトランスファ一国であると仮定する O
(1)国の圏内支出額は，国民所得から純トランスファー額を減じたものに等しし、。
4) A. Marshall的相互需要曲線については，次の著書に詳記されている O
J. L. Mosak: General Equilibrium Theory in International Trade. Chapter. 4. 1944. 
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D<l)三1x(1) +Y 11/1> = X(1) +Y1 y【1)-Z 、??? ????
ここで D は国内支出額であり x と y は国内消費額であるo X と Y を圏内生産額
とし Zをトランスファー額とする O
(2)国の圏内支出額は，国民所得と純トランスファー額をプラスしたものに等しし、。
T (2) V (2) 7 
D(2)=:;二三一 +lv(2)=一一一一+y(2)十一土
Y1 Y1 Y1 
、 ? ，
?
????
(1)国の Y に対する輸入需要 Iy(1)は，国内支出額と交易条件に依存する。
1/1>=Iy(1)CD<1l， Y1) -…・……Cill-3)
(2)国の X に対する輸入需要 If}は，圏内支出額と交易条件に依存するO
1x (2) =lx (2) (Dベよ) 、??? ?????
(1)国の純トランスファー額は， (1)国の貿易収支に等しし、。
Z=I/2) -X(2) -Y1 CC<l) - y山) …・・…一 'C皿-5)
(国一5)式に CIl-3)式と(皿-4)式を代入すれば， 次のような(1)国の貿易収支
R山式が得られる O
BE1}=IJ2}(D2，l-i-Y1Iy(町D(1)， Y1) 
¥ .y 1 I 
、
?
?
? 。???
、 、
さて，各国の園内支出水準が与えられたならば， CIl-6)式は次のように書き表わされ
るO
B (1) = 1x <叶 li-Y11yベY1)
¥.Y1 ノ
、
??
??? ??
この式をれについて微分すれば，次の式を得る。
dBm 81.<2> dC1/Y1)一札 θIy(1)ーT(l)
dYr -8(1/y 1) 瓦'Y1 J 1 8Y1 ム y
???????
(1)国と(2)国の輸入需要価格弾力性を次の記号・で表わし (皿-8)式を書き換えると次の
式になるO
η一 1jY1 81x(2) 
1 - 1x (2) θC1/Y1) 
Y2=-Y10If〉
1y(1) 8Y1 
dB<1l ー{1/Y1 。Ix山，Ix (2) _ (Yl 8~y (l) ) 1.(1) -1.(1) 
Yl ¥1x(2) 8C1/Yl)) Y1 ¥1/1】 8Y1 j-.Y -.Y 
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T (2) T (2) 
=η1 ム X.. +η21/1l-1y<1l =1y(1) Cη2+η 勺 -1)Y1 T 1J.y -J. -J.  ¥.'1 T 1 Y11y<1l ノ
、?，
?
???
初期の貿易が均衡している場合，すなわち.1x【2)=1/1lならば， CII -9)式は次の如く
になる O
dB<ll 
-y =I(η2+η1ー 1)
1 
、 、 ， ???? ??
?
?、
ただし 1=1x (2) =1y(1) であり，貿易収支が均衡していると仮定する場合 Y1=1 であ
るO
(1)国の貿易収支が安定であるための条件は， (1)国の交易条件の下落が， (1)国の貿易収支を
改善するということが必要である O
いま，交易条件不変のもとで，圏内支出変化によって生ずる超過需要を求めよう o(1)国の
圏内支出の減小は，その国の輸入財 Y に対する需要を減小する。 1n1 をその国の限界輸入
支出性向とおけば，次の如くになる O
?，?????? ???? ????? 、 、 ， ??????? ? ?
(2)国における圏内支出増加は，その国の生産財 Y に対する需要を増加する O ここで， C2 
を(2)国における自国財の限界支出性向とするO
。1.(2) :~--:-dD(2) =c?dD(2) 8D(2) -~ 、??? ?????? ? ?
従って，交易条件不変のもとでの超過需要は，これらの需要の変化の合計である O
f ( 
1n1dD<ll +c2dD(2) = CC2 -1n1)dZ 
、
??
? ?
?
?
』?
??? ， 、 、
つまり， トランスファー額だけ，支払国の圏内支出は減小し受取国においては，それを
増加する。言い換えれば，受取国において，それだけの超過需要をもたらすことを意味して
いるO すなわち，-dD<1l=dD(2)=dZであるO
さて，各国の圏内支出は D(1)=1x (1)十Y11/1lと D(2)= 1jy 11x (2)+1y<わであるから，そ
れぞれを Dω と D山について微分すれば，次の如くである O
10I〈1}OI(1〉
= ι 一+y y一一=c1+1111 。b<l>T 'y 1-8DW .....・ Cill-14)
? ?? ??????
?，?
。 ， ?
? ↓
?
?? ??
????
?
?? ?
?
?
?
?? ?
?
? ..…Cill-15) 
一回 TransferProhlem について(森井)
両国において，園内支出が均衡している場合には，次の立1くになる O
1=c1 +1111 =1112 +C2 ?ー
? ??????
このことをI--(13)式に考慮すれば，次の式を得る。
?，?????
?
?? ? ??
?
???? ??
? 、
これは， トランスファーに対する超過需要および超過供給が生ずることを示しているO そ
れは，両国の限界輸入支出性向がよりも大であるか小であるかどうかによって決定され
るO
L 、ま 1-1111-112=0 というケースにおいては， トランスファーの支払国も受取国もと
もに，二財消費を同じ割合で増加させるO この場合には，交易条件下の変化は必要でなし、。
次に 11+ 1112>1 である場合，受取国は超過需要を生じ貿易収支の赤字をもたらす。ま
た 11+1112く1のケースにおいては，支払国は赤字を蒙むるが，受取国は逆に超過供給を
もたらす。これら二つのケースでは.交易条件は，貿易収支是正のために， (1-1111 -1112)dT 
に等しいだけの変化が生じなければならなL、。その他，生産性増加があった場合とか，輸送
費を考慮したケース等々については，脚註の論文5>を参照されたL、。
lV.購買力トランスファーの効果
ある国から他の国への購買力のトランスファーは，いづれかの国に利益となるように交易
条件が変化するか，あるいは，受取国の実質所得が， トランスファーによって増加するか，
減小するか，いづれかで‘あろう O
L 、ま，単純化された二国モデ、ルを設定しよう O ここでは，為替相場は固定しているものと
仮定する。 Notation は，通常使用されているものを使用するO 二国を 1と2と記し，所得
を Y，圏内消費支出を C，圏内の誘発投資を 1，輸入を M とすれば，輸出は相手国の輸
入需要とおくことができる O 両国における所得方程式は，それぞれ次の如くになる O
Y 1 =C1(Y 1) + 1(Y 1) +M2(Y 2) -M1(Y 1) -(}-r-
Y 2 =C2(Y 2) +I2(Y 2) + M1 (Y 1) -M2(Y 2) +(}' +r-
B1 =M2(Y 2) -M1(Y 1) 
ー?、??
?
?
??
?
っ
?
???、
?
、 、
??
ここで B1 はトランスファー支払国 ( 1国) の貿易収支である O また， パラメーター
5) R. A. MundeIl: International Economics. Chapter. 1 and 2. 1968. 
J. E. Stiglitz: The CoIlected Scientific Papers of Paul A. Samuelson. Vol. 11. Chapter. 74 and 
75. 1966. 
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(Parameter)θ は，支払国のみの所得に直接影響するトランスファーであり ，0'は受取国
の所得に直接影響するトランスファーであり7:"は両国の所得に位接に影響するトランス
ファーを表わすものとする 6}O この体系の方程式は三つであり，未知数は Yl'Y2， B1の三
ケであるから，一義的に決定されるO
Case 1) ノ4ラメータ-0，つまり支払国のみの所得に直接影響するケース，
方程式(町-1)から(町一3)を θ について微分し，整理すれば，次の式を得る O
(l-C1-i1 +m1) ~lD1 --m2~1，}-=-1 aO -dO 
-m1dfL+(1-C2ーら+m2)-.!!} =0 dO-1 ¥."--" -"2 1""  -dO 
-…...・ H ・(lV-4) 
一一一・…ー(lV-5) 
_ 
m， !!Y1 上 dY2
_ db1 
1 .c.d{j-+ m2瓦fjj-- -c18 …・・・…・・(lV-6)
ここで cは限界消費性向を示し iは限界投資性向 m は限界輸入性向である O 各
々の係数は， クラメールの法則によって求めることができる O
d-i(1-C1-i1+例 1) -m2 -. 
-m1 (1-c2ーら+m2)I 
=(1-c1一九十例2)(1-c2ー ら+例2)-m1m2 -…・…(lV-7)
それぞれの解は次の如くであるO
~t 
dY1_=一」一(1-c2-i dO j 
dY2 1 MA 
dO 一一-j-rn1
db官 11__= -:-m1(1-c2-i2) dO j 
……(lV-8) 
-…一(lV-9) 
..........・・(lV-10)
この体系の安定条件は，次の如くである O
(1-c1一九+ml)>O
j>O 
、 ? ??
?
? ??? ?
(1-c2ーら+m2)>0
また，両国が開放経済体制でない場合，安定のための必要かつ十分条件は，次の如くであ
るO
6) Metzler教授は斯様な三つのケースについて考察している。
L. A. Metzler: The Transfer Problem Reconsidered. .T P. E. J une， 1942. 
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(1-c1-i1)>0 
(1-c2 -i2)>0 
、?
?
? ??
ょ
??
それ故， トランスファー支払国に対する所得への直接効果は，負になる O すなわち，支払
国において貨弊所得は減小する O 安定条件から，直接に所得変化を受ける国が，閉鎖経済的
に不安定であれば， トランスファーは過大実現されることになる O
Case 2) ノζラメータ_(j'， すなわち，受取国の所得に直接影響するケース
前のケースと同じように， C!V-1)から(町-3)式を (j'で微分し整理すれば，
(1-Cl-i1 +1nl)ーの1-m dyz =0 1ノ {J(j'--fn2 d(j' ..........・・(lV-13)
-m1dyi-+(1-C2ーら+1n 2) __d~~ = 1 d(j' -，¥..L " -'2 '''' - (j'
1nl.!3!} … dY2 _ db2 
l-d(j' 一川2-d(j'---d(j' 
?ー
???
?
??
…......…(lV -15) 
それぞれの解を求めれば，次のようになるO
dYl 
d(j' 
ヮ ????
??
..........・・(lV-16) 
dyz 
d(j' ; (1ー Cl一九十例1)
ー ????????
db? 
" .L 1n2(1ー C1一九)d(j' A 
、 、
?
?
???
?
??、 、
安定条件(町-11)式から， トランスファーの受取国の所得の直接効果は，正であるO つ
まり，受取国の貨弊所得は増加する。そして，所得変化を受ける国が，閉鎖経済的に不安定
で、あれば， トランスファーは過大実現されることになるO
Case 3) 両国の所得に直接影響するトランスファーのケース，つまり， 7:'の効果
(町一 1)から C!V-3 )式を T について微分すれば，次の式を得る。
(l-cl-i1十1n1)_dLl -1n2ーのz =-1 d7:' 
?
?
? ?
?
???、
- 1nl 21+(1-C2一山川会 =1 -・・・・(lV-20)
- 1nl 
dY1 'M' dyz _ db1 ?， ???????、 、
この式の解を求めれば，次の如くになる O
ー ?
??
?
? ?
? ???
?
? ?
?
? 、
?
??? ?
?
? 、?
?
????? ??
、
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dY2 
dτ 
? ????、????? ，?ー? ??? ?? ???????、 、
??
.....・ ClV-23)
db1 
d-r ;判(l-C2ー ら+111山川l-Cl-i1+1111) .........ClV-24) 
安定条件から， トランスファーの支払国の所得は，負であり，受取固においては正であるO
要するに， トランスファーの支払国においては，貨弊所得は減小するが，受取固において
貨弊所得は増加する。安定条件から解るように， トランスファーが過大に実現されるための
条件は，いづれか一方の国が，閉鎖経済的に不安定であることが必要である。つまり C1+ 
i1と C2+らが， 1より小か，大であることを要するo 言い換えれば，支払国は， C1 +i1S1 
であるかどうかに従って，安定か，不安定になり，受取固においては，C2+ら手1であるか
によって，安定か不安定になるのである O
v.ケインズ的トランスファーの問題7)
:ー
まず，モデ、ルの Notationは，次の如くであるO
y 1. Y 2・H ・H ・各国の国民所得
C1， C2………各国の消費需要
M1' M2………各国の輸入需要
11， 12…………それぞれ自国の生産物に対する自発的需要
W1， W2………それぞれ相手国の始産物に対する自発的需要
T……………… 1固から2国への自発的トランスファー
C1， C2…………自国生産物に対する限界支出性向
11， 112………輸入財に対する限界支出性向
S1， S2・……・…限界貯蓄性向
ただし C>O，111>0， S>Oであり，固定相場を仮定し， トランスファーは，国民所得水
準とは無関係であるとするO
二国の所得方程式は，次の如くであるc
y 1 =C1CY 1) +11 +M2CY 2) -M1CY 1) + w 2 
Y2=C2CY2) +12 +M1CY 1) -M2CY2) + w 1 
B1=M2CY2) + W2 -M1CY1)-W1-T 
、
??、
??、
??
??????? ??
CV-l )から CV-3)式に徴分し，整理すれば，次の如くになるo
7) H. G. Johnson: The Transfer Problem and Ex::hange Stability. J. P. E. June. 1956.を参照。
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(1-Cl + 1111)dY1 -1112dY2 = dl1 + dW 2
-1111dY1 + (1-C2 + 1112)dY2 =dI2十dW2
-l1l1dY1 +1112dY2+(dW2-d羽T1 -dT) =db1' 
、 、
?
、 、 ， ? 、 、 ， ?
????? ?? ?
それぞれの係数は， クラメールの法則によって得られるO
.d=1 Sl+11 
-1111 
-111ラ
=(Sl十1111)(S2+1112) -1111112 
S2+112 1 
=SlS2 +Sl1112 +S2111 …・……(V-7)
ただし 1-c三 S とおいている O さて，それぞれの解を求めれば，次のようになる O
1 dl1十dW2 -1112 
aY1=-.d-1 
dI2 +dW 2 S2 +1112 
=-}-(日勿2)(dい dW2)十例2(dい dW1) ............(V-8) 
1 S 1 + 1111 dl1 + dW 2
dY2=-A 
.， -1111 dI2+dW1 1 
=101M1〉(ん+dW1)+問 (dい dW2) ............(V-9) 
札=す[-1111{(Sz+111z)叫十dW川凶Iz+dW川
十111Z{(Sl+1111)(dlz十dW1) +m1(dl1 +dW z)} ] 
十(dWz -dW 1-dT) 
=す {-111以 dI1+dW2)+仇 (dI2+dW 1)} ............( V -10) 
ここで， トランスファー資金の一方国での調達と，他方国での処理にもとづく輸入需要と
貯蓄の直接的変化とを， トランスファー額に対する割合で表わし dI1=ーc1'T，dW1=-
1111'T， dI2 = c2'T， dW 2= 1z'T とすれば， CV -8)から CV-10)式は，次の如くに書き
換えられる O
dYl=よ(db1+ザT) 、 、 ， ???????、 、
dY2=一 _1_(db1+ザT)
"'2 
、 、
?
?
? ?ー ? ????
dい-~-{1111S2(C1'+ 111' -1) +山ω+111/ -1) 
十SlSZ(111z'+ 111' -1)} 
- 43ー
=T-SISz(-竺1~ S1' _ 1n 2~ ザ-1+川河mλ
M¥"1 "2 
、
?， ?? 。?????
ここで s'三 1-c1'- 1n1'である。
従って 1n1'+ 1n2' が，ー塑 1~St' +空'!2S2'+ 1より小であるか， 大であるかによって， ト
S1 S2 
ランスファーは，過小に実現されるか，過大に実現される O
要約
、
自動的に完全雇用が維持されるとしづ仮定，いわゆる古典派理論においては， トランスフ
ァー支払国の総支出は， トランスファー額だけ減小し，受取国のそれは増加するような方法
によって，資金が調達され，処理されねばならない。また，支払国の貿易収支は，支払国の
輸入財支出の減小と，受取国の輸入財支出の増加によって改善される。
要するに， トランスファーの問題は，理論的に二つの側面をもっている O その一つは， ト
ランスファー資金が調達され，処理される結果， トランスファーが過小実現されるか，過大
に実現されるかの問題である O 他方は，調整機構が，均衡を回復する方向に作用するかどう
かの問題である O トランスファー問題は，種々なる理論にも応用され，意味ある分析がなさ
れているのであるO
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